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１．はじめに

瀬戸大橋の海中基礎では，鋼ケ－ソン内部にプレパッ

クドコンクリ－トを充填した構造を採用しているが，建

設時には長期耐久性に配慮した鋼ケ－ソンの防食対策

は行われていない．このため，基礎設置後 30 年以上が

経過し，鋼ケ－ソンの腐食が進行し，基礎としての健全

性の低下が懸念されている．そこで，基礎の劣化状況を

把握することを目的として，コンクリ－トコアを採取し

た各種試験及び鋼ケ－ソン外板の板厚測定や孔食発生

個所の寸法測定等を実施した．本稿では，瀬戸大橋の海

中基礎のうち、南備讃瀬戸大橋の 6P で平成 28 年度に実

施した調査結果について報告する．

２．基礎構造

6P は，南備讃瀬戸大橋の四国側の主塔基礎であり，

周辺最大潮流速は 3.5knot，瀬戸大橋の海中基礎の中で

最も基礎寸法が高い基礎となる．その設置面は T.P.－50

ｍに位置しており，平面寸法は 38m×59m の矩形，鋼ケ

－ソン外板の厚さは 12mm～20mm となっている．鋼ケ

ーソンの内部は補強のための鉛直リブや水平リブ，鉛直

ガーター等が配置されている（図－１）．

３．プレパックドコンクリ－トの健全性調査

鋼ケ－ソン内部のプレパックドコンクリ－トの状態

を確認するために，コンクリ－トコアを採取し，圧縮強

度試験，中性化深さ及び塩化物イオン濃度の測定を行っ

た．コア採取位置は海中部となる T.P.－2.0m で，北・西・

東面でそれぞれ 1 箇所採取した．コア寸法は，粗骨材が

80～150mm であることを考慮し，φ150mm×300mmとし

た．

フェノ－ルフタレイン法によりコア側面の中性化深

さを測定したところ，表－１に示すように，最大で

5.0mm，平均で 1.0mm 以下となり，中性化はほとんど進

展していない結果となった．

図－３に塩化物イオン濃度及び圧縮強度試験結果を

示す．塩化物イオン濃度の測定結果は表面付近では約
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図－２ 採取コア外観及び中性化測定結果

単位：N/mm2

圧縮強度
建設時
平均値

北面 28.1

西面 47.7

東面 54.2

20.0

数値は、供試体の高さ直径比と圧

縮強度補正後の値

図－３ 塩化物イオン濃度及び圧縮強度試験結果

単位：mm
採取箇所 1 2 3 4 5 6 平均値

北面 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2
西面 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5
東面 5.0 0.5 0.5 0.0 0.0 0.0 1.0

図－１ 6P鋼ケーソン構造図
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0.5～0.7kg/m3，内部では表面より減少し，60～100mm 付近は

約 0.2～0.4kg/ｍ3 となった．各供試体とも表面側で最も高い値

が確認されたが，鋼材の腐食限界である 1.2kg/m3 以下であっ

た．圧縮強度試験は，全てのコアともに建設時に測定した圧

縮強度平均値以上であることから，建設時と同等以上の圧縮

強度を有していた．

４．鋼ケーソン外板の外面腐食状況調査

腐食調査は，50cm×50cm 区画の範囲で深さ方向に残存板厚，

孔食深さ及び孔食面積を測定した．東西南北の 4 測線で実施

し，水深方向に T.P.－10m までが 0.5m 間隔，それ以深は 5m

間隔で計測を実施した．残存板厚は超音波板厚計により孔食

以外の一様腐食箇所を対象として 5 点測定し，その平均値を

該当水深位置での残存板厚とした．また，孔食深さはノギス

により測定し，水中撮影した写真から孔食の面積を製図ソフ

トにて読み取り，孔食面積を算出した．

図－４に残存板厚計測から算出した腐食速度を示す．鋼ケ

－ソン設置後 33.5 年経過時点での腐食速度は，西面 T.P.－35m

位置で 0.23mm/y となったものの，それ以外の海中部は，概ね

0.1～0.15mm/y という結果となった．通常の海洋環境において

海水中の腐食速度は 0.1～0.2mm/y とされており 1），同程度の

腐食速度であることがわかった．これより，現時点から外板

が消失するまでの期間は，海中部で概ね 50 年～200 年と推定

された．孔食面積率は 0.1%～2.7%，最大孔食深さは 2～13mm

となり，最も深い 13mm の孔食については，西面・南面の T.P

－10m～－15m の 2 箇所で観測された貫通孔であった．貫通孔

はこの他に 5 箇所で確認されているが，いずれも T.P.－15m 以

浅で確認された．写真－１に瀬戸大橋で発見された孔食写真，

写真－２に今回の調査で孔食面積が最大となった南面 T.P.－

10m 付近の水中撮影写真を示す．

５．まとめ

鋼ケーソン内部のコンクリートの健全性を調査した結果，

圧縮強度は建設時の圧縮強度以上を有しており，内部への塩

化物イオンの浸透もみられないことから，鋼ケーソン外板が

残存する現時点においては内部コンクリ－トの劣化や内部鋼

材の腐食が進行する可能性は低いと考えられた．しかし，鋼

ケ－ソン外板の腐食速度は一般的な海水中の腐食速度と同程

度であり，孔食や一部で外板の消失も確認されたことから，

将来的にはこのような箇所からの塩化物イオンの浸透によるコンクリ－トの劣化や内部鋼材の腐食が進行す

る懸念がある．今後は，鋼ケーソン防食の必要性や鋼ケーソン外板消失が内部コンクリートに与える影響につ

いて検討するとともに，定期的な点検により海中基礎の健全性の把握していく予定である．
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図－４ 腐食速度

写真－２ 南面 TP－10.0m 付近孔食状況

（孔食面積率 2.7%）

写真－１ 瀬戸大橋で発見された孔食
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